
本体�

PC/OC

モニター�

CRT/LCD

プリンター�

ドット/ページ/他�

ECR 他�

ECR/POS/UPS/他�

12.2トン�

11.0トン�

90.1%�

50%

5.1トン�

4.0トン�

78.0%�

55%

18.1トン�

15.8トン�

87.0%�

ー�

4.5トン�

4.0トン�

88.0%�

ー�

回 収 重 量 �

再
資
源
化�

再資源化量�

再資源化率�

再資源化率＝�
再資源化量�
回収重量�

再資源化率目標�

グリーン調達・グリーン購入
環境に配慮した部品・材料を取引先から優先的に調達する「グリーン調達」や

環境に配慮した事務用品・消耗品などを購入する「グリーン購入」を進めています。

グリーン購入活動

カシオグループでは、グループ内で

使用する「間接材（事務用品・工場用

備品・消耗品・PC周辺装置・ソフトな

ど）」の集中管理購買を目的として

CATS e-P システムを導入し、環境

保全に配慮した商品をカタログデータ

ベース化して社内イントラネットで公開

しています。

カタログへの掲載は、エコ基準を満

たす商品を優先して選定し、「カシオ

環境マーク」を表示しています。これ

により購買担当者が商品を選定する

際に、優先的にこれらの商品を購入

できるよう工夫をしています。

また、社内推奨商品として同様の

基準で選定した「リサイクルトナー、リ

サイクルペーパー」などは推奨品の専

用ページを用意し、購買担当者が容

易に環境適合製品を選択、購入でき

るよう分類しています。この結果、

2002年11月か

ら2003年3月ま

でにグリーン購

入比率は7.6％

になりました。

今後の取り組み

現行のグリーン調達調査は、カシオ

登録済の部品が対象でしたが、今後

は設計者が採用する可能性の高い部

品の事前調査などにも取り組んでいき

ます。将来、当社で開発される商品が

確実に特定の化学物質を回避し、グ

リーン商品として設計できる仕組みを

構築します。また、グリーン部品データ

ベースの使い勝手を向上させ、部品

の環境情報を設計者が効率的に利用

できるよう改善していきます。

2002年度の実績

カシオグリーン調達では、環境行動

目標において「2003年度国内拠点取

引先のグリーン調達率80%」を目標に

掲げ活動してきましたが、2002年度末

時点の実績で80.3％に達し、目標を1

年前倒しで達成することができました。

海外拠点においても国内と全く同じ

基準で、2002年度から活動を開始し

ています。

グリーン調達活動

カシオグループでは、『カシオグルー

プグリーン調達基準書』に基づき、環

境に配慮した取引先から、環境負荷

の少ない部品の優先調達を推進して

います。

製品・部品・原材料を購入している

すべての取引先に対して、生産工場

におけるISO14001に基づく環境マネ

ジメントシステム構築状況及び購入部

品における化学物質の含有状況・省

エネ性・省資源性・リサイクル性の評

価をお願いしています。この調査は

2000年度から開始され、その結果は

データベース化して、グリーン部品優

先調達およびグリーン商品開発のた

めの判断基準として活用しています。

グリーン取引先ランク・グリーン部品ランク�

お取引先� 部品�

お取引先・部品をその環境レベルに応じてランク分けさせて
いただき、優先取引・優先調達の判断基準としています。�
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回収と再資源化
資源を有効に活用するために使用済み製品や消耗品などの

回収と再資源化に取り組んでいます。

使用済み情報機器の回収・再資源化体制を構築し、運

用を開始して1年が経過しました。初年度（2002年4月～

2003年3月）の品目別回収実績は下表の通り、法律で定め

られた再資源化率目標を大きく上回っています。

法人向け情報機器の回収

2003年4月7日に資源有効利用促進法の省令で、「家庭

系パソコン」の回収再資源化が義務付けられました。カシオ

はJEITA（社団法人電子情報技術産業協会）で提唱する

体制と歩調を合わせ、省令施行日の10月1日を目標に、家

庭系パソコンの回収・再資源化体制を構築する予定です。

家庭系パソコンの回収
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276.9トン�

98トン�
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回収実績� 重量（トン）�

回収数量� 42,500個� 1.35
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今まで行っていた企業向けの使用済

みネ－ムランドカ－トリッジ及びCD-Rプ

リンタインクリボンカセットの回収・リサ

イクルを2002年6月より全商品（特殊品

は除く）に拡大し、一般家庭からも販売

店を通じて回収・リサイクルを積極的に

展開しています｡

電子文具「ネームランドテープ」の回収

ページプリンタの使用済みド

ラム・トナーを回収し、部品の

再利用を行っています。

2002年度の回収・再資源化

実績は下表の通りです。

ドラム・トナーの回収

カシオは「小形二次電池再資源化推進

センター」に加盟し、サービスステーション

等に二次電池専用の回収箱を設置して、

店舗および一般の消費者の皆様に回収・

再資源化への協力をお願いしています。

2002年度の二次電池別回収実績は下表

の通りです。

二次電池の回収

リチウムイオン電池�小形シール鉛蓄電池�ニッカド電池� ニッケル電池�

385kg回収重量� 230kg 75kg0kg
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カシオ環境マーク CATS e-Pシステムの画面

欧州地区においてＷＥＥＥ＆ＲｏＨＳ指令が成立し、2003年2

月13日に告示、発効となりました。これによりEU加盟国は

2004年8月までに国内法を制定し、対象となる電気電子機

器を製造または輸入販売する者は、使用済み製品の回収・リサ

イクルと特定物質の排除が義務付けられることになりました。

カシオグループとしてもＷＥＥＥ指令に対応した欧州地区にお

ける回収・リサイクルシステムの構築に向け、各国法制化の動

きを逐次収集、分析を行い対応に向けて準備中です。またリサ

イクル目標達成の為、回収リサイクル後の適正処理が可能と

なるよう環境適合設計アセスメントを強化し、3R（リデュー

ス、リユース、リサイクル）設計と共にＲｏＨＳ指令に対応した

特定物質＊（鉛、水銀、カドミウム、六価クロム）の使用廃止に

向けて環境行動目標の中に設定を行い、取り組みを行ってお

ります。

ＷＥＥＥ＆ＲｏＨＳ指令への取り組み

＊ＲｏＨＳ指令特定物質の内、ＰＢＢ、ＰＢＤＥについては既に使用廃止済み。


